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　本稿は，外交官・著述家・造園家として有名なサー・ウィリアム・テンプルの政治思想研
究の一環として，彼の人間形成や思想形成に少なからぬ影響を及ぼしたドロシー・オズボー
ンに着目し，テンプルとドロシーが知り合った経緯，英文学史における書簡文学の成立とも
言われるドロシーのテンプル宛書簡が書かれるまでの消息等を，当時の政治的・社会的背景
を踏まえながら伝記的に考察した。
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１．はじめに
　サー・ウィリアム・テンプル（Sir William Temple, 
1628-99）は20歳のときにグランド・ツアーに出たが⑴，
出立した1648年前後のイングランドは混乱の極みに
あった。改めて言うまでもなく，46年に国王軍が議
会軍に降伏して第一次内乱は終結したものの，その
後は議会派内部で，以前から顕在化していた長老派
（Presbyterians）と独立派（Independents）の対立が
激しくなっていた。そしてやがて軍隊に強固な支持
基盤をもつ独立派が主導権を握るところとなった。
しかし軍隊内部でも軍幹部と一般兵士を中心とする
水平派（Levellers）が対立し，そのため反国王派
は複雑な様相を呈していた。こうした状況のなかで，
国王派と長老派が軍内部の抗争に乗じて策動を始
め，48年４月についに第二次内乱が始まった。こ
の内乱は，独立派と水平派の対立回避もあって同年
８月に議会派の勝利で終わっている。だがそれが終
結するや，議会派のなかで内紛が再び激化した。長
老派の方は，47年11月からワイト島で逃亡生活を
送っている国王に接触，和平の可能性を探り，48
年９月にワイト島ニューポートでいわゆる「ニュー
ポート交渉」（Newport Treaty）が行われた。しか
し国王は長老派と独立派の対立を利用しようとして
曖昧な態度に終始し，そのため国王への不信感が募
ることになった。他方，軍幹部は「軍の抗議」
（Remonstrance of the Army）を発表，内戦の責任
者として国王の処刑を公然と要求するようになっ
た。そして12月には，プライド大佐率いる部隊が
約140名の長老派議員を議会から追放するという事
件が起きた。いわゆる「プライドの追放」（Pride＇s 
Purge）である。このパージによって，議会は「ラ
ンプ（残部）議会」（Rump Parliament）と称せら
れるように，わずか60名あまりの独立派議員で構
成されるところとなった。そして事態は，翌49年
１月の国王裁判および処刑へと進んでいくことにな
るのである。
　さて，テンプルが旅立ったのはまさにこのような
ときである。「イングランドにとってあまりにも悲
惨な時代であったので，国内に混乱をもたらした張
本人以外，この国を離れるのに何の悲しみも感じな
かった⑵」とまで言われるほどであった。テンプル
がこの内乱をどのように見ていたかは別な機会に論
じるとして，フランスに向かったテンプルは海峡を
渡る前にまずワイト島（the Isle of Wight）に立ち
寄っている。ワイト島は，イングランドからソレン
ト海峡を挟んだ南方に位置し，対岸はハンプシャー
州，島の南部はイギリス海峡に面する島である。テ
ンプルがここに立ち寄ったのは，義理の伯父，つま
り母親の姉の夫であるサー・ジョン・ディングリに
会うためであった。ディングリは古い家柄の出で，
この地に広大な土地を所有していた。彼には９人の
子どもがいたが，長男の土地管理が良くなかったた
め，やがて家産が傾くことになる⑶。
　ワイト島には，実は別な親戚の者もいた。母方の
従兄弟のロバート・ハモンドである。彼は議会軍の
将校で，歩兵連隊長およびエクセターとグロスター
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の司令官を務めたあと，ワイト島の総督として1647
年から同島に駐在していた。ロバート・ハモンドが
歴史に名を残すことになったのは，国王の監禁とい
う困難な任務を担ったことによる。すなわち，チャ
ールズ１世は47年11月にハンプトン・コートを離
れてワイト島に逃れたが，拘束されてカリスブルッ
ク城（Carisbrooke Castle）に幽閉されることにな
った。その際，議会によって王の監禁を命じられた
のがこのハモンド大佐であったのである⑷。テンプ
ルはワイト島滞在中にハモンドを訪ねたに違いな
い。また，G・C・ムーア・スミスも言うように，幽
閉中の国王に拝謁したことがあったかもしれない⑸。
　ワイト島は，テンプルにとって忘れえぬ地となっ
た。のちに彼の妻となるドロシー・オズボーン
（Dorothy Osborne, 1627-95）とはじめて会ったの
がこの地であったのである。テンプルと同様，ドロ
シーも兄のロバートとフランスに向けて旅の途中で
あった。ガーンジー島（the Island of Guernsey）の
副総督で，当時フランス北西部のサン・マロ（St 
Malo）にいた父親のサー・ピーター・オズボーン
に会いに行くためこの島に一時滞在していたのであ
る。このときドロシー 21歳，テンプルより１つ年
上であった。オズボーン家はジェントリ階層に属し，
内乱前はベドフォードシャーのチックサンズ
（Chicksands）に所領があった。しかし，サー・ピー
ターが王に忠誠を誓う国王派の人間であったため，
内乱の進行とともに財産の多くが失われた。そして
やがて一家は困窮するようになる。われわれは，テ
ンプルとドロシーが知り合った経緯を考察しようと
思うが，そのためにはまずオズボーン家から見てい
く必要があろう。
２．オズボーン家
　さて，ドロシーの父親のサー・ピーター・オズボ
ーンは，ガーンジー島の副総督のほかに財務府大蔵
卿付き収入管理官（Treasurer＇s Remembrancer of 
the Exchequer）のポストを保有していた。これは，
国王の経常収入と国王に支払われるべき債務や罰金
の徴収を担当する官職で，彼の祖父，つまりドロシ
ーの曾祖父から祖父を経て相続したものであった⑹。
また，ロンドンから約40マイル北に位置するチッ
クサンズの屋敷と年収約4000ポンドの広大な地所
も受け継いでいた⑺。父親のサー・ピーターは５人
兄弟の長男で，１番下の弟がベストセラーとなった
『息子への助言』（Advice to a Son, Part I, 1656; Part 
II, 1658）を書いたフランシスである。一家の政治
的立場は複雑で，ピーターが不屈の国王派であった
のに対してフランシスは議会派であった。一族の者
が政治的に相反する立場をとった事例はハモンド家
（テンプルの母親の実家）に見たとおりであるが⑻，
同様のケースはオズボーン家にもあったのである。
　他方，ドロシーと同名の母親はサー・ジョン・ダ
ンヴァーズの末娘で，彼女には３人の兄がいた。ド
ロシーの１番上の伯父であるサー・チャールズ・ダ
ンヴァーズは軍人で，勇敢な人物であった。ネーデ
ルラントでの戦功が認められて，20歳という若さ
でナイト爵に叙されている。しかし弟ヘンリの犯し
た殺人事件に巻き込まれ，ヘンリとともに法外者と
してフランスに逃亡せざるをえなくなった。その後
許されて帰国するが，やがてエセックス伯ロバート・
デヴルーの謀反に加担したかどで逮捕され，大逆罪
で1601年に処刑されている⑼。
　２番目の伯父のサー・ヘンリ・ダンヴァーズも早
くから軍隊に入り，軍の指揮官として勇猛ぶりを発
揮した。1591年のルーアン包囲の際の顕著な働き
により，19歳にしてナイト爵位を授けられている。
しかし前述のように，殺人事件を犯して兄と一緒に
フランスへ亡命した。「殺人者」という汚名は終生
付きまとったものの，帰国後は軍で活躍，軍功によ
りジェイムズ１世から男爵位を，1626年にはチャ
ールズ１世からダンビ伯爵位を授けられている。ま
たガーンジー島の総督にも任命されている。だが彼
にとってこのポストは魅力的ではなく，むしろ自ら
の名声を損ない不利益をもたらすもののように思わ
れた。そこで内乱が差し迫ってきたとき，危険を察
知した彼はこのポストを義理の弟すなわちドロシー
の父親であるサー・ピーター・オズボーンに譲った。
これが，オズボーン家に不幸をもたらす原因となっ
たことはのちほど見るとおりである。なお，ダンビ
伯は11,000ポンドの年収を誇る大土地所有者であっ
た。彼はその一部をオクスフォード大学に寄付 し，
1621 年 に「 オ ク ス フ ォ ー ド 植 物 園 」（Oxford 
Botanic Gardens）を創設している。現存するイギ
リス最古の植物園である⑽。
　３人目の伯父のサー・ジョン・ダンヴァーズは議会
派に属し，国王の処刑に署名した人物として，また
庭園愛好家として有名である。彼は「弑逆者」
（regicide）ということから，兄ヘンリの「殺人者」
以上に血なまぐさいイメージで見られてきたが，ここ
では庭園に関してのみ言及しておこう。サ ・ージョン・
ダンヴァーズは，チェルシーにイタリア・ルネッサン
ス様式の庭園を造営した。それは庭と邸宅を１つの
統合体として設計したもので，石段・彫像・噴水・
人工洞窟などを備えた立体的で眺望的なテラス式庭
園であった。ジョン・オーブリによれば，「彼はわ
れわれにイタリア風庭園様式をはじめて教えてくれ
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た。彼はフランスとイタリアを旅行し，優れた観察
を行った。健全な肉体の持ち主で，それにふさわし
い健全な精神を有している。……非常に洗練された
想像力をもち，それを主として庭園や建築に生かし
ている⑾」。サー・ジョンと親しいフランシス・ベ
ーコンもチェルシーの庭園をたいへん気に入り，ダ
ンヴァーズ・ハウスをよく訪問した。「全能の神は
初めに庭園を造った。実際それは，人間の喜びのな
かで最も純粋なものである⑿」という書き出しで始
まる「庭園について」（“Of Gardens,” 1625）と題
されたベーコンのエッセイも，このチェルシー庭園
と決して無関係ではないであろう。彼がこのエッセ
イで「王侯にふさわしい庭園」（princely garden）
として理念的に描いた理想の庭は，壮麗な建物と調
和した秩序の空間であり，チェルシー庭園と同様，
イタリア・ルネサンス様式の流れを汲む整形式庭園
（formal garden）であった。ドロシーはこのサー・
ジョン伯父を好いていた。少女時代に「素敵な伯父⒀」
の館でしばらく過ごしている。おそらくテンプルも，
ドロシーからチェルシー庭園のことを幾度となく聞
いたことであろう。テンプル自身はこの庭園につい
て何も書き残していない。しかしサー・ジョン以上
に庭園趣味とその理論をもち，造園に精力を傾けたテ
ンプルである。彼が好んだのは整形式でなかったと
はいえ，造庭に際してこの有名なチェルシー庭園を意
識しなかったとは考え難い。むしろ，この庭園に直接
的・間接的に何らかの影響を受けたと考えるのが自然
であろう。われわれは，別稿でテンプルの庭園論を取
り上げる際にこの点に立ち返りたい。
３．ドロシー
　さて，ドロシー・オズボーンはサー・ピーター・
オズボーンとドロシー・オズボーンの末子として
1627年に誕生した。上には９人の兄姉がいたが，
彼女が生まれたときすでに２人の兄は夭折してお
り，実質的には８人兄姉であった。ドロシーの受け
た教育について彼女自身は何も語っていない。しか
し，洗練された文体と豊かな表現力で書かれた彼女
の手紙を見ればわかるように，高い知性，鋭い感性，
強い意志力をもち，かつまた茶目っ気あるウィット
を兼ね備えた女性であった。しかもオヴィディウス
などの古典を好み，フランス語に堪能で，当時のフ
ランスの小説を愛読していた。高い教養をもった女
性であったことがよくわかる。
　すでに述べたように，ドロシーの父親のサー・ピ
ーター・オズボーンはチックサンズに年収約4000
ポンドもの広大な土地を所有していた。だが1642
年の内乱勃発とともにオズボーン家は没落の道をた
どった。同年８月に，国王チャールズ１世がノッ
ティンガム城に国王旗を掲げたとき，忠誠心篤い
老郷紳であるサー・ピーターは王のために多くの
財産を拠出している⒁。そして息子たちも国王派の
軍人として参戦している。しかし，議会軍との戦闘
で２人の息子が31歳と26歳の若さで戦死した。戦
況が国王軍に不利な形で進むにつれて，オズボーン
家の財産の多くが議会派に差し押さえられ，ドロシ
ーによれば年収400ポンドにまで激減している⒂。
　父のサー・ピーターは，ガーンジー島の副総督と
して1643年からコーネット城（Castle Cornet）の
防衛に当たった。ガーンジー島は，イギリス海峡の
チャンネル諸島の北西部に位置し，1066年のノル
マン・コンクェスト以来，歴代王室の直轄地であっ
た。フランス海岸近くに位置するがゆえに，通商的
にも軍事的にも重要な島と見なされていた。三方を
海に囲まれた崖の上に立つコーネット城は，文字ど
おり国王派の難攻不落の要塞であった⒃。だが島の
住民の多くはチャールズ１世に反対して議会支持を
表明，そのためサー・ピーターと配下の兵士は議会
派に包囲され，長期にわたって籠城することになっ
た。議会派はしばしば寛大な条件で降伏を勧告した
が，サー・ピーターはそれを拒否して国王への忠誠
を貫き通した⒄。議会派の攻勢に不屈の意志で耐え
抜きながらも，病気と飢えに苦しめられたサー・ピ
ーターは，味方に何度も援軍と食糧援助を要請して
いる。だが何の応援もなかった。食糧はやがて週に
１人当たりビスケット４枚という状態にまで陥った
という⒅。サー・ピーターの家族も彼を助けるため
に全力を尽くした。財産が底をつくと，妻は衣服や
先祖伝来の金銀の食器類を売却したり，多額の借金
をしたりして夫に糧食を送った⒆。また，政界の有
力者たちに手紙を書いて支援を求めた。しかし，度
重なる心労から彼女の身体は衰えていった。チック
サンズの家は議会派によって占拠され，そのため家
族は放り出されて親戚を渡り歩く状態にまで零落し
ている。
　1646年の夏に，サー・ピーターは国王からコー
ネット城を退去するよう命じられた。４年あまりの
籠城であった。しかし，解放されてもイングランド
へ戻ることはできなかった。国土の大部分が議会派
の支配するところとなり，帰郷しても必ずしも安全
ではなかったからである。そこで彼は，ガーンジー
島の南に位置し，フランス北西部の港町であるサン・
マロへ行くことにした⒇。だがサン・マロへ行った
ものの，61歳になったサー・ピーターの身体は衰
弱していた。財産は差し押さえられ，２人の息子も
戦死していた。将来への明るい希望はまったくなか
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った。強いて言えば，末娘のドロシーが良縁を得て
名家と姻戚関係を結び，それによって一家の再興がな
されることだけが夢と言えば夢であったのである㉑。
　さて，ドロシーがサン・マロにいる父親に会うた
めに旅行に出たのは，オズボーン家がかつてないほ
どの悲惨な境遇にあったまさしくこのようなときで
あった。彼女に付き添ったのは，１つ違いの兄ロバ
ートであった。当時の旅行は危険と隣り合わせであ
った。道路はわだち，穴ぼこ，石ころだらけで，馬
車の揺れ方は甚だしく，御者が手綱さばきを誤ると
横転したり，雨に見舞われると道路が泥沼化して，
道の真ん中で立ち往生したりすることしばしばであ
った。追い剥ぎに襲われたり，悪質な御者に引っ掛
かったり，海路では海賊に襲撃されたりすることも
あった。当時の船は風任せで，風向き次第では目的
地にたどり着けないこともあった。また旅の途中で
病気や怪我をしても，医者に診てもらうことはおろ
か，わずかな薬さえないこともあり，旅行中に命を
落とすことすらあった。こうして，当時の旅行は危
険に満ちていた。とりわけ女性にとって危険この上
なかった㉒。
　当時，若い紳士の外国旅行は教育上重要な意味が
あると考えられた。他方，上流階級の若い未婚の女
性にはそのような自由はおよそ認められなかった。
そしてそれ以上に認められなかったのは，旅先で親
の許可なく若い男女が密会し，結婚の約束をするこ
とであった。それは家庭，ひいては社会に無秩序を
もたらすものと考えられたからである。こうした社
会的状況のなかで，ドロシーは兄とともにサン・マ
ロに向けて出立した。そしてワイト島に渡り，フラ
ンス行きの船便を待っていたが，実はテンプルもグ
ランド・ツアーに行く途中，親戚に会うためにこの
島に逗留していたのであった。かくして，テンプル
とドロシーの運命的な出会いとなる。
　前述したように，国王チャールズ１世は47年11
月にハンプトン・コートを離れてワイト島に逃れた
ものの，同島の総督でテンプルの従兄弟であるハモ
ンド大佐に拘束されてカリスブルック城に幽閉され
ていた。熱烈な国王派の人間からすれば，国王を幽
閉するという大それた行為はとうてい許されるもの
ではなかった。ドロシーの兄のロバートも同様であ
った。彼は血気あふれるいささか向こう見ずな若者
であった。テンプルの妹のジファード夫人によれば，
サン・マロに向けて出発する日の朝，ロバートは宿
屋の窓ガラスに怒りのあまりダイヤの指輪でこう落
書きした。「そこでハマンは，モルデカイのために
準備していた絞首台で処刑された」（And Hamman 
was hang＇d upon the Gallows he had prepar＇d for 
Mordecai）と㉓。ペルシャの大臣ハマンはユダヤ人
を迫害したため処刑されたという旧約聖書「エステ
ル記」から引用されたこの一節は，王を監禁してい
るハモンド大佐のみならず，それを命じたクロムウ
ェルを痛烈に当てこすったものである。この落書き
はすぐに見つかった。そしてロバートはドロシーと
ともに総督のもとに連行された。だが総督の尋問が
始まったとき，ドロシーが進み出て自分がやったこ
とだと申し立てた。女子ならば，こうした政治的悪
戯も大目に見られるであろうと考えたのである。ド
ロシーの機転のおかげでロバートは救われた。一行
は赦免され，旅を続けることが許されたのであった㉔。
　このときテンプルは，すでにドロシーと知り合い
になっていたようである。そしてハモンド大佐も，
従兄弟のテンプルに配慮してドロシーを追及するの
を控えたのではないかと思われる。だがそれはとも
かくとして，テンプルはドロシーの賢明で勇敢な行
為に強い感銘を受けた。ドロシーの方もやがてテン
プルに心惹かれるようになる。ジファード夫人が言
うように，このときから七年あまり続く有名な恋愛
が始まることになるのである㉕。
４．恋愛と別れ
　さて，ドロシーに思いを寄せるようになったテン
プルは，彼女たちとサン・マロに向けて船旅を共に
した。一緒に旅をするなかで，互いに惹かれ合って
いく様子をデイヴィッド・セシルは次のように書い
ている。
　 「このときすでに２人は既知の仲だった。ロマン
チックな照明を浴びたドロシーの姿に心を動かさ
れて，テンプルは急いでその関係を深めようと思
った。彼にとってそれが難しいことだったはずは
ない。テンプルのすらりとした容姿は立派だった
し，美しい巻毛を肩にたらし，眼は黒く，溌剌と
した顔は自信にあふれ知性に輝いていて，その風
姿全体が人に好印象を与えずにはいなかった。そ
れに口を開けばたちまち人を飽かせぬ話し手とな
り，才知と想像と大胆な面白い思いつきがほとば
しり出るのだった。言うまでもなく，海の旅は人
を親密にするのに都合が良い。小さな帆船の甲板
の上で，この２人の若い男女が，波や雲や見え隠
れする陸地などの移りゆく光景を眺めながら語ら
っているうちに，単なる面識は温かい友情へと変
わり，友情はさらにそれ以上のものになっていっ
た。愛の神キューピッドが，その母親のヴィーナ
スのようにみずみずしい海の泡から立ち現れて，
ドロシーもほとんど気づかぬほど足音も忍びやか
に近づいて，彼女の乙女心のなかにそっと入り込
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んでしまったのだった。テンプルの心も，それに
応じる炎で燃え上がった。２人がサン・マロに到
着したときには，互いの心は深く結ばれていたの
である。しかしそれは少しも不思議ではない。ド
ロシーがその魅力のありったけの美しさをあらわ
にしたら，美しいということのわかる男性がどう
して抵抗できようか。そしてテンプルの方もまた，
その美しい容貌は別として，まさしく彼女を惹き
つけるタイプの男性であったのである。㉖」
　ガーンジー島の近くに，チャンネル諸島の１つで
あるハーム（Herm Island）という周囲４マイル（約
6.4キロメートル）足らずの小さな島がある。その
島の沖合を通りかかったとき，一軒の小さな家屋が
見えた。静かで牧歌的な光景であった。エドワード・
Ａ・パリが指摘したように，テンプルとドロシーは
実際その島へ行ったのかもしれない㉗。数年後，家
族から結婚を強硬に反対されて精神的に疲れ果てて
しまったドロシーは，ハーム島の平穏な光景を思い
出し，世俗的思惑から逃れてその島で２人だけでそ
っと暮らすことができたらとテンプルに書いた。
　 「ハーム島とあそこの小さな家のことを覚えてお
られますか？ あそこへ一緒に参りませんか？ あ
れほど素晴らしい所はありません。あそこでバウ
キスとピレモンのように生活して，小さな家で一
緒に歳をとり，難破船の人たちに施しをしたりす
れば，神の恵みに与って同時に息を引きとること
ができるかもしれません。まあ，何という無駄話
をしたことでしょう。こんな話しをするのも，こ
れは私の気に入りの物語だからです。オヴィディ
ウスの作品のなかでも，これほど気に入ったもの
はほかにありません。はじめて読んだとき，泣い
てしまったのを覚えています。この２人は，敬虔
な心と愛情だけで成り立つ満ち足りた結婚の極致
であるように思えるのです。㉘」
　静かな人生は，ドロシーの若いときからの憧れで
あった。しかしそうした人生に憧れを抱いたのは，
ドロシーだけではなくテンプルも同様であった。彼
は若いとき，もし３つの願いがあって，それらがす
べてかなうならば何を望むかという問いを友人たち
としたことがある。テンプルが答えたのは，「健康
と平和と良い天候」であった。彼自身言うように，
これは「若者には珍しい願いである。だが老人には
十分納得できるものかもしれない㉙」。テンプルに
は，早くから洗練された静穏な人生を求める傾向が
あった。そしてその傾向は，年齢を重ねるにつれて
強まっていった。もっとも，彼の置かれた環境はそ
うした生き方を許さず，政治の舞台に引きずり出さ
れて交渉や駆け引きに翻弄され続けた。時には政治
的裏切りにもあった。もちろん，テンプルには政治
的野心や権力欲がなかったわけではない。だが彼の
気質は，基本的には激しさや極端を嫌い，精神的に
も感覚的にも平穏と安定性を好む傾向にあった。そ
の点で，テンプルの気質はドロシーのそれと似てい
た。「いや，あらゆる点でよく似ていた。彼女がこ
れまでに出会ったどの青年たちと比べても，彼の方
がずば抜けて魅力があり頭も良かったというだけで
はない。実務や政治闘争に没頭している人びとの群
がる集団のなかで，彼女ははじめて自分に似た心の
持ち主に出会ったのである。自分と同様に，読書，
田園，親密な友情，そして瞑想に至高の価値を置い
ている人物にである。㉚」
　ドロシーたちとサン・マロに到着したテンプルは，
その地に約１カ月間とどまった。おそらくテンプル
は，ドロシーの父親に会ったものと思われる。サン・
マロは，フランス北西部のサン・マロ湾に注ぐラン
ス川河口の右岸に位置し，有名な私掠船「コルセー
ル」の根城であり，それが持ち帰るブラック・マネ
ーによって繁栄を極めたフランス随一の港町であ
る。城壁で囲まれた街の中心部は，城やサン・バン
サン大聖堂や裁判所など豪華な石造りの建物が軒を
連ねていた。テンプルとドロシーは，それらの古い
建造物を探索したり，曲がりくねった路地を散歩し
たり，ヒースで覆われた断崖に打ちつける白波を眺
めたりして楽しい時間を過ごしたに違いない。だが
そうした心躍る楽しい時間も，テンプルの父親から
の手紙によって突然破られる。誰から聞いたのか，
女友達のできた息子がサン・マロで油を売っている
ということを知った父親は，本来の旅行目的を果た
すべく，直ちにパリに向かって出発するよう厳命し
たのである㉛。たとえ成年に達していようとも，子
は親の命令に従うのが当然と考えられていた時代で
ある。テンプルも父親の命に逆らうことはできなか
った。程なくしてドロシーと別れ，パリへと向かう。
　テンプルの父親が激怒して息子に旅行の続行を命
じたのは，ドロシーとの仲が深まって「秘密の誓約」，
すなわち結婚の約束へと進まないうちに２人を別れ
させたいからであった㉜。そしてそうした考えは，
実はドロシーの親も同じであった。両家の親が結婚
に反対した理由としては２つのことが考えられる。
１つは，両家の政治的立場の違いである。これまで
しばしば述べてきたように，テンプル家の者はおお
むね議会派に属し，父親のサー・ジョンは一貫して
議会を支持していた。他方，オズボーン家は国王派
の人間が多く，ドロシーの父親のサー・ピーター・
オズボーンは不屈の精神でチャールズ１世に仕えた
熱烈な国王支持者であった。２人の息子も王のため
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に戦死していた。したがって，同じジェントリ階層
に属しながらも，このように政治的立場の異なる家
族が姻戚関係を結ぶのは困難であった㉝。ロミオと
ジュリエットは，必ずしも物語の世界だけの話しで
はなかったのである。
　しかしながら，両家の親が結婚に反対したのは必
ずしも政治的理由からだけではなかった。むしろ両
家にとってそれ以上に重要なのは，財産の有無とい
う経済的な問題であった。政治的立場の相違が唯一
の問題ではなかったことは，ドロシーがクロムウェ
ルの息子のヘンリ・クロムウェルから求婚されてい
たことからも理解できよう。この申し込みに対し，
オズボーン家の者が反対した形跡はない。それゆえ
２人の結婚を阻む障害として，政治的イデオロギー
の違いをあまりに強調すべきではない。両家の親が
最も重要視したのは相手側の財産であった㉞。この
時代，結婚は愛よりも金や地位のためにするという
のが貴族やジェントリの一般的な考えであり，男性
の側であれ女性の側であれ，家族の社会的地位や物
質的安定性を確保するために，それにかなう財産を
もった相手を探すのが通例であった。ローレンス・
ストーンも，「結婚は心理的・生理的欲求を満足さ
せるための個人的な結びつきではなかった。それは，
家族とその財産の永続化を保証するための制度的工
夫であった。したがって，最大の関心は結婚の金銭
的利益に向けられた㉟」と述べている。
　こうして，貴族やジェントリたちにとって，財産
とそれに伴う地位に配慮することは良き縁組みの基
準として何よりも重要であった。しかも縁談を取り
決める際に主導権を握ったのは，基本的には親であ
った。たしかにキース・ライトソンも言うように，
社会的エリートの子どもであっても，結婚の主導権
は全面的に親の手中に握られていたわけではない。
親が子どもの意志を無視して縁談を強引に進めたり
するのは，社会の最上層にあっても必ずしも常に見
られたわけではなく，たとえそうであっても子ども
は拒否権をもっているのが普通であった㊱。にもか
かわらず，裕福な家庭であればあるほど，また家柄
が良ければ良いほど，それだけいっそう親の行使す
る力は大きくなりがちであった。とりわけ長男の場
合はその傾向が顕著であった。というのも長子相続
制のもとでは，長男が財産の大部分を相続し，それ
ゆえ長男の結婚は家族の将来にとって決定的に重要
なことであったからである㊲。そして娘の縁談にあ
っては，親の決定権はいっそう強いものがあったの
である㊳。
　テンプル家からすれば，破産状態にあるオズボー
ン家との婚姻はありえず，またオズボーン家として
も，決して豊かとは言えないテンプル家の若者を娘
婿として受け入れることはできなかった。２人のつ
かの間の幸福な時間は，かくして破られた。やっと
20歳になったばかりのテンプルには，親の命令を
拒むことができるほどの経済的裏付けはなかった。
ドロシーとの別れの辛さは推測するよりほかにない
が，彼女との仲を引き裂かれたテンプルは，旅先の
パリで短い恋愛物語を書いている。そのなかに，子
どもを有無を言わせず服従させ，子を不幸にする親
の絶対的権力に対する怒りを含んだ一文を見出すこ
とができる㊴。このときのテンプルの悲しい体験を
踏まえて書かれたものと言ってよいであろう。他方
でテンプルと別れさせられたドロシーも，厳しい現
実に直面して元気を失っていた。1649年に父親と
ともにチックサンズに帰郷したドロシーは，将来へ
の展望が見えず，快活さや晴朗さをなくしてしまっ
た心の状態をテンプルにこう伝えている。「私はイ
ングランドの大半の若い人たちと同じように，ユー
モアを解する人間だと思われていました。怒りを覚
えることも，心を乱すこともありませんでした。で
もフランスから帰ってきたとき，誰も私だとは気づ
きませんでした。それほど私は変わってしまったの
です。浮かれすぎることもなく，いつも楽しくして
いた明るい性格は変わり，沈み込んでろくに口もき
かない，心を乱したひねくれ者になってしまいまし
た。気候に特徴的な陽気さと快活さを人びとに与え
ているあの国〔フランス〕が，私にはまったく逆の
効果をもたらし，〔チックサンズの〕人びとにとっ
て私は別人のようになってしまったのです㊵」。
５．チックサンズのドロシー
　さて，1648年の夏頃にテンプルと別れたドロシ
ーは，父親や兄のロバートたちとサン・マロにとど
まったが，オズボーン家はチックサンズに戻ること
に期待をかけていた。第１次内乱が激しさを増した
43年３月，「ハンティンドンやベドフォードやその
他の州にあるサー・ピーター・オズボーンの地所お
よび彼の官職は差し押さえられ，コモンウェルスに
役立つよう用いられるべきである㊶」と議会で決議
されていた。そしてもし議会派と妥協しなければ，
チックサンズの所領を永久に没収すると通告されて
いた。
　第２次内乱が終結して約１カ月後の1648年９月，
ワイト島のニューポートで長老派とチャールズ１世
との間で和平交渉が行われた。国王派はこの交渉に
望みをかけていた。しかしそうした期待も国王の優
柔不断な態度によって裏切られ，サー・ピーターも
味方が敗北していくのを対岸のサン・マロからただ
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眺めるしかなかった。オスボーン家はいよいよ窮地
に追いやられた。49年１月30日にチャールズ１世
が処刑されると，もはやなすすべもなかった。差し
押さえられたチックサンズの所領が売却されること
になったと聞いたサー・ピーターは，ハーグに亡命
中のチャールズ２世に王室への忠誠心は微動だにし
ないものの，事ここに至れば降参するほかないと認
める手紙を書いた㊷。不屈の国王派であったサー・
ピーターも，家族を守るためにはプライドを捨てて
議会派に従うしか残された道はなかったのである。
彼はチックサンズで暮らす権利を得るために，示談
による差し押さえ解除という，いわゆる「示談制度」
に基づいて10,000ポンドの示談金（composition）
を議会派に支払った㊸。そして49年の夏にチックサ
ンズに戻った。
　こうして，財産はほとんど底をついた状態になっ
たにもかかわらず，オズボーン一家は曲がりなりに
も故郷で暮らすことができるようになった。しかし
チックサンズに戻っても過酷な運命は変わらなかっ
た。帰郷して１年ほどのちに，度重なる苦労から心
身の衰えていたドロシーの母親が60歳で死去した
のである。父親のサー・ピーターも老齢の身であっ
た。しかも彼の健康も日を追って衰え，やがてベッ
ドに臥せる日々となった。父親の世話と家政はドロ
シーに委ねられた。チックサンズでの生活は単調で
暗澹たるものであった。だがそうした生活のなかで
も，ドロシーには自らの内面を見つめていくだけの
冷静さがあった。彼女は父親の世話をしながら折々
に感じたことや考えたことを，また身の回りで起こ
った日々の出来事を豊かな感性と鋭い観察眼でもっ
て書き綴った。
　イギリスはよく女流作家の国と言われる。だがそ
れは18世紀半ば以降のことであって㊹，ドロシーの
時代は女性が本を出版するのはもちろん，ものを書
くことさえ白い目で見られるのが普通であった。
1610年代に，「著述は男の特権の一部だ㊺」と詩人
のサー・トマス・オーヴァベリは断言していたし，
聖職者のダニエル・トゥヴィルも，親たる者は「娘
がペンでものを書くのを善悪の木として禁止すべき
だ㊻」と忠告していた。女性は敬虔で，しかも慎み
深くしとやかで，男性の庇護のもとに従順に生きる
のが幸せな生き方であると考えられていた時代であ
る。女性が才気走って男勝りにものを書き，それを
世間に公表することなど許されるものではなかっ
た。従来の伝統的な教育を受けていたドロシーも，
基本的にはこのような考え方をしていた。1653年
に個性的な性格で知られたニューカスル公爵夫人が
『詩と空想』（Poems and Fancies, 1653） を出版した
とき，ドロシーはテンプルに宛ててこう書いた。「お
気の毒に，このご婦人は少し気が触れていらっしゃ
るわ。そうでなければ本を，それも韻文で書こうと
するほど馬鹿なことをなさるはずはありません。私
でしたら，たとえ２週間眠れなくても，そのような
ことは絶対しないでしょうに㊼」。
　しかし，手紙ならば女性でも書くことができた。
否，女性に許されたのは手紙ぐらいであり，むしろ
女性の活躍の場ですらあった。というのは，手紙の
やりとりは教養ある女性のたしなみであると同時
に，変化の乏しい生活に刺激を与え，心を慰め楽し
ませる娯楽の役割をも果たしていたからである。さ
らにドロシーの時代は，女性が手紙を書く社会的背
景があった。けだしローレンス・ストーンも言うよ
うに，内乱によって多くの家族が引き裂かれたが，
ばらばらになった家族を結びつけていた唯一の頼み
の綱が手紙であり，手紙を通して家族を１つにまと
める役割を担ったのが主として女性であったのであ
る㊽。かくしてドロシーも手紙をしたためる。その
名宛人が，仲を引き裂かれた恋人のテンプルであっ
たことは言うまでもない。ヴァージニア・ウルフは，
ドロシーの手紙を次のように評している。いささか
長いが引用しておこう。
　 「ドロシー・オズボーンが，もし1827年に生まれ
ていたらきっと小説を書いていたことだろう。
1527年に生まれていたら，決して何も書き残し
はしなかっただろう。しかし，彼女が生まれたの
は1627年だった。当時，女性が本を書くのは愚
かなことであったが，手紙を書くのは少しも不適
切ではなかった。こうして少しずつ沈黙が破られ
ていく。私たちは灌木の茂みのつぶやきを耳にし
始め，イギリス文学史上はじめて男と女が暖炉を
囲んで語り合う言葉を聞く。／……手紙を書く技
は，……女性が女らしさを失わずに発揮できる技
であった。こま切れの時間に，父親の病床の傍ら
で数限りない中断の合間を縫って続けることが可
能で，はらはらさせるような意見を述べることも
なければ，書き手はいわば匿名に等しく，しばし
ば表向きは何かしら有用な目的のために書く口実
をもった技だった。それでも，今や大部分は失わ
れてしまったが，このおびただしい手紙のなかに，
のちになって『エヴェリーナ』や『高慢と偏見』
のなかにかなり異なった形で現れることになる観
察力や機知が注がれていた。ただの手紙なのに，
ある種の誇りがそこに注ぎ込まれていた。……私
たちは，もしドロシー・オズボーンがそう呼ぶこ
とを許してくれるなら，文学の１つの形式に出会
う。それは他のものとは明確に異なる文学形式で，
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私たちの手からおそらく永遠に消えてしまった
今，非常に惜しまれるものである。／というのも
ドロシー・オズボーンは，父親のベッドの傍らや
炉辺で膨大な数の手紙を書きながら，１人の読者
に向けて，しかもいささか気難しい人間にとても
きまじめに，だが茶目っ気を発揮して，また儀礼
的だがある親しみも込めて，小説家にも歴史家に
もできないような方法で人生の記録を残したから
である。㊾」
　ドロシーのテンプル宛書簡は，テンプルとの仲を
裂かれた1648年の夏頃から書き始められたと思わ
れる。ドロシーは頻繁にしたため，テンプルもまた
それに返信した。結婚に反対された２人が，周囲の
状況に翻弄され，時には心をなえさせながらも，互
いの気持ちを文字に綴って最終的に結婚への意志を
確認し合っていく，まさにその伝達者となったのが
手紙であった。その点で２人にとって手紙は，サミ
ュエル・リチャードソンの表現を用いるならば，ま
さしく「友情の接着剤」であり，「〔ペンを持った〕
手と〔手紙の〕封印のもとで誓い合った友情㊿」そ
のものにほかならなかった。もっとも，多くの手紙
は失われ，現存するのはテンプルのものがわずか１
通と，1652年のクリスマス・イヴから54年の結婚
少し前までに書かれたドロシーのものが77通であ
る。しかしわれわれは，その77通のなかに多くの
ことを読み取ることができる。またそれらは，テン
プルの人間形成や思想形成に少なからぬ影響を及ぼ
したように思われる。稿を改めてその意義を考察し
よう。
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